
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT とは、Information and Communication Technology、つまり「情報通信技術」を意味
します。ICT 教育は、教育現場で活用される情報通信技術そのものや、取り組みの総称です。 

発行：R3.７ 吉川市教育委員会 ☎９８４－３５６４（学校教育課） 

 

 

🔸未来社会「Ｓｏｃｉｅｔｙ
ソ サ エ テ ィ

５．０」 

Society5.0 についてのイ

メージ動画を観ることがで

きます。☛ 

 「Society
ソ サ エ テ ィ

5.0」という言葉を聞いたことがありますか？これは、狩猟社会（Society1.0）、農

耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）とつながり、現在の情報社会（Society4.0）

に続いて到達が予測される未来社会のことです。今回は、「Society5.0」とはどのような社会な

のか、その一端をお知らせしたいと思います。 

 

🔸IoT(Internet of Things)で全ての人と

モノがつながり、様々な知識や情報が

共有され、今までにない新たな価値を

生み出すことで課題を克服する。 

🔸AI（人工知能）により、必要な情報が必

要な時に提供されるようになる。 

🔸ロボットや自動走行車などの技術で、

少子高齢化や地方の過疎化などの課題

を克服する。 

 サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空

間（現実空間）を高度に融合させたシステム

により、経済発展と社会的課題の解決を両立

する、人間中心の社会（Society）のことです。 

 Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０とは 

 社会はどう変化するか 

 今は情報社会（Society4.0）の時代です。現在の情報環境でも、私たちはこの場に居ながらに

して、世界中の様々な、ありとあらゆる情報に触れる機会があります。しかし、「あふれる情報か

ら正しいもの、必要なものを見つけて分析すること」や「少子高齢化や過疎化など、社会問題の

解決」等には課題が山積しています。 

など、社会的な課題の解決に向けた大きな期待が寄せられています。 

 そこで Society5.0 では 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講師】全校一斉講義を実施。 

⇒離れた場所から 

 

🔸学校のＩＣＴ活用事例を紹介！ 

 吉川中学校は非行防止教室の一環で、「情報化社会を生きるための術を考える」をテーマに、

生徒１人１台のタブレット端末などのＩＣＴ機器を活用した、全校一斉授業を実施しました。 

【講師】生徒の考えをリアルタイム

で見ながら学習状況の把握 

【生徒】大型提示装置で講師の説明と動画を

視聴⇒考えをタブレットに整理、共有へ。 

 

次号は Society5.0 を

生きていく全ての子供

たちに必要となる 

「情報活用能力」 

について紹介します。 

🔸ビデオ会議システム「グーグルミート」を使って、

各教室の生徒と双方向で通信しながら授業を行うこ

とで一か所に集まらずに一斉に授業ができました。 

🔸学習支援ソフト「ミライシード」を使うことで、

講師や生徒たちは、みんながどのような意見を持っ

ているのかをリアルタイムで確認することができま

した。生徒の意見に合わせた指導を随時実施するこ

とができました。 

 大切とされる力 

 狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、現在の情報社

会（Society4.0）と歴史を積み重ねていく中で、それぞれの社会には、例えば狩猟社会では、

獲物を捕まえる「体力」に今よりもさらに大きな価値があったように、それぞれの社会で生き抜

くために、大切とされる力にも変化が起きています。 

 これから到達が予想される社会で非

常に大切とされている力が、「情報活用

能力」と呼ばれるものです。新学習指

導要領においても、学習の基盤となる

力として明記されています。 



 


